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● 預金残高対前期比1,219億円増加 貸出金残高対前期比1,506億円増加

－ 預金残高、貸出金残高ともに 過去最高を更新

● 中間純利益は対前期比５億円増加 中間期として初の30億円突破

2023年3月期 第2四半期 業績ハイライト（単体）
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預金・貸出金残高推移 ～ 資金の地域内循環
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● 地域の皆さまからお預かりした大切な預金を、資金を必要とされている地域の事業者さま
や個人のお客さまに、借入金としてお使い頂く『資金の地域内循環』を推進。

● 預金残高は、新頭取就任キャンペーン「年金定期預金」「退職金定期預金」の金利上乗せ
キャンペーンがご好評いただき、対前年同期比 1,219億円増加。過去最高を更新。

● 貸出金残高は、引き続き、地元事業者さま向けの貸出や、個人のお客さまからの住宅取得
ニーズに積極的に対応した結果、対前年同期比 1,506億円増加。過去最高を更新。

預金残高推移 貸出金残高推移

地元割合



経常収益・経常利益・中間純利益
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● 市場金利の低位安定が長期化するなか、地元向けの積極的な貸出推進や、アイザワ証券と
の共同店舗事業の進展等により、経常収益は５期ぶりの増収。

● また、中期経営計画に基づく営業店業務の集中化・効率化による業務改革の継続により、
経常利益、中間純利益ともに過去最高益を更新。中間純利益は初の30億円突破。

(単位:百万円)

“増収増益”

2020/9期 2021/9期 2022/9期 前年比

13,360 13,192 15,005 1,812

3,208 3,628 4,375 747

2,286 2,557 3,121 564

経常収益

経常利益

中間純利益
過去最高益

過去最高益



地域別 預金シェアの推移（2012年９月期 → 2022年９月期）
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事業者のお客さま支援の取り組み

● 県内の景気は、個人消費、生産、雇用・所得情勢等、全体として持ち直しの動き。

● しかし、地政学的リスクの動向やこれらに伴う供給制限、燃料価格を含む原材料価格の
上昇、為替動向等も含め、先行きに注視が必要な情勢。

● また、一部地域では大手製造業が生産拠点を見直す動きも表面化。時限的猶予はあるも
のの、地元企業に大きな影響を及ぼすことから、こうした動向にも注視が必要。

● 一方で、一部事業者には、カーボンニュートラルに向け、再生可能エネルギーによる自
家発電に取り組む等の新たな動きもみられる。

地元の経済状況を踏まえた、西京銀行の取り組み

コロナ融資先の継続支援

⚫ コロナ融資利用先へ定期的
に全戸訪問。

⚫ 元金据置期間の延長等、資
金繰りのバックアップにも
積極対応。

⚫ また、据置期間延長に係る
山口県の保証料補助制度も
積極的にご案内。

中小企業の収益力等改善支援

⚫ 9月公表の政府政策「中小
企業活性化パッケージ
NEXT」に基づく事業者支
援を展開。

⚫ 資金繰り／収益力改善支援、
経営者保証に依存しない融
資を積極推進。
－ 新規融資に占める経営者保

証に依存しない融資割合は
7割強（2022年5月時点）

ポストコロナに向けた支援

⚫ 前向きな投資を後押しする
ために、事業再構築補助金
の申請支援を継続。
－ 累計採択件数124件

（県内シェア約3割）

⚫ カーボンニュートラルに対
応した設備投資に向け、事
業再構築補助金「グリーン
枠」活用コンサルも開始。

（※14頁で詳述）

山口県の4-9月の経済状況
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住宅市況と住宅ローンの取り組み

● 住宅着工件数は、底堅い戸建て需要と好調なマンション需要により堅調な推移。また、需給
バランスや資材高騰等の影響により、当行住宅ローンの平均ご利用額も増加。

● 住宅ローン申込件数も、大手ハウスメーカー等との良好なリレーションにより順調に増加。

● 上記を主要因に住宅ローン残高も右肩上がりで推移。2023年3月期末残高は2021年9月比
＋850億円となる見通し。

● また、新築価格の高騰等を背景に、今後、中古住宅ローンについても積極的に取り組む。

山口県の住宅着工、住宅価格の動向

住宅着工件数と
住宅ローン平均利用額

提携業者数と
住宅ローン申込件数

住宅ローン残高の推移

見通し

＋850億円
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※ 住宅ローン計数は、すべて地元向け
（山口県・広島県・福岡県）の計数



有価証券運用の状況
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● 米国金利の急上昇により米国債中心に評価損拡大。有価証券全体の評価損益はマイナスに。

● さらなる評価損拡大阻止のため、米国債を上期中に123億円、下期に入り100億円売却。
今後もマーケット動向を注視し、果断な対応を行う。

修正デュレーション推移（国内債券）

有価証券残高と評価損益の推移



不良債権の状況
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● 小口分散を意識した融資運営や、コロナ融資利用先への定期的な全戸訪問により、開示債
権比率は引き続き低水準を維持。

● 開示債権比率は、全国銀行トップクラスの高い健全性を保つ水準。

金融再生法基準での開示債権比率

2020/9期 1.13％ 2021/9期 1.18％ 2022/9期 1.22％

2020/9期 150億円 2021/9期 161億円 2022/9期 185億円

開示債権額
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地域課題の解決に向けた取り組み



地域への収益貢献 ～ ご安心いただける運用手段の提供
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圧倒的な高金利で、地域の皆さまに収益を還元！

（2022年10月1日現在）

● 大好評！主力２商品『金利上乗せキャンペーン』期間延長！！

退職金定期預金 年金定期預金 年金定期預金残高推移

約1,000億円
増加！



地域の課題解決 ～ 周南公立大学との包括連携協定、本格始動！
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地域DX教育研究講座の設置

－ 経営課題をDXで解決

インターンシップサポート事業の開始

－ 地域人材の育成と地元就職率の向上

本店で開催したインターンシップの様子 9月20日 共同記者会見の様子

⚫周南圏域企業62社が、約350名の学生を受入れ。 ⚫当行から研究費3千万円を助成、研究員2名を派遣。

課題解決方法の
共同研究

地元企業
人材確保・育成
労働環境改善
業務改革etc…

経営課題の調査
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地元企業のカーボンニュートラル
に向けた取組みサポート

地域の課題解決 ～ 気候変動対応に関する取組み

温室効果ガス直接排出量の削減

⚫カーボンニュートラルに対応した設備投資に向け、
事業再構築補助金（グリーン成長枠）を活用した
取組みをご提案。

⚫設備投資対象の選定から申請書類の策定、削減効
果の算定までフルサポート。

環境省「地域脱炭素融資促進利子
補給事業」指定金融機関に採択

温室効果ガスの削減状況

⚫ 店舗網の見直しや
ATM台数の適正化等
を推進。

⚫ 政府目標である
2013年度▲46％を
既に達成。

※“アスゼロ”のCO2

排出量見える化サー
ビスにより算定。



地域活性化への貢献 ～ 店舗リニューアルによる賑わい創出
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新店舗イメージ

デジタルサイネージの導入

⚫商品・キャンペーン情報を配信。

⚫2022年中に県内全店舗へ導入。

⚫年間約60万枚のチラシ類を廃した

“環境配慮型店舗”の実現。

⚫宇部市が推進する「中心市街地活性化基本計画」
重点エリアの一画に新築移転。

宇部地区初の銀証共同店舗

⚫周南／山口／下関地区に次ぐ、
県内5店舗目となる共同店舗

● 宇部支店 新築移転オープン！
駐車場
40台♪

10月11日 オープンセレモニーの様子

ロビーに設置したデジタルサイネージ

ロビーに設置したアイザワ証券スペース



地域活性化への貢献 ～ バドミントンで、地域を元気に！
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バドミントンの普及とジュニア世代の育成

① 西京銀行チャレンジカップ

3年ぶりの開催！S/Jリーグ山口大会

⚫ 県内外の小中学生約250名が参加。

参加選手との交流の様子

⚫卒業生４名が所属する柳井商工高等学校が、

全国高校総体で女子団体２連覇の快挙！

② ACTアカデミー卒業生が大活躍！

優勝報告会の様子

3年ぶり
の開催

オープニングセレモニーの様子

⚫ 村岡知事から激励のお言葉を頂きました！

村岡知事訪問の様子

⚫ 開催日：2023年1月28日（土）
⚫ 会 場：キリンビバレッジ

周南総合スポーツセンター
⚫ 対 戦：ACT SAIKYO vs 七十七銀行


